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概要：スマートフォンといった GPS機能を搭載したデバイスの普及により，ユーザの位置情報に応じて，
飲食店やホテルなどの POI(Point Of Interest)の情報を提供する位置情報サービスが多数提供されている．
位置情報サービスには，ユーザが欲しい情報を個別のサービスからは網羅的に取得できない，取得でき
る POIの属性情報が各サービスによって異なるなどの未解決な課題が存在する．また，ユーザが屋内に
位置する場合，自動販売機やロッカーなどの POIをフロアマップやWebページから網羅的に知ることが
できない問題がある．本研究では以上の課題，問題点を解決するために，POIの情報統合を行うプラット
フォームを提案する．統合情報は Linked Dataとして利用するために，RDFで出力可能とする．また，同
一の POIに関して情報統合を行うために，POIの住所・電話番号・名前情報を用いた同定手法を提案す
る．提案する同定手法には，POI検索判定と名前文字列判定があり，判定する POIに応じて 2つの同定
手法を使い分けることが効率的なことを確認するため，評価実験を行った．結果，適合率：1.0，再現率：
0.91であった．
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1. はじめに
現在，スマートフォンといった GPS機能を搭載したデ
バイスの普及により，ユーザの位置情報の取得が容易に
なってきている．これに伴い，ユーザの現在位置に応じて
適切な情報提供を行う位置情報サービスが多く登場してい
る．位置情報サービスの例として，Foursquare[1]のチェッ
クイン，Google Maps[2]の地図表示や目的地へのナビゲー
ション，Hot Pepper[3]の周辺の飲食店検索がある．位置
情報サービスの内で，飲食店やホテルなど POI(Point Of

Interest)の情報提供を行うサービスが多くて提供されてお
り，POIに関して注目が集まっていることがわかる．POI

に関して提供する情報を各サービスが特徴付けることで，
種類が多くなり多様化している現状がある．また，位置情
報サービスの多くはWeb APIを公開している．これを用
いることでシステム開発者がサービスが保持しているコン
テンツの利用して，Webサービスを開発することが可能と
なっている．しかし，POIに関する位置情報サービスには
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課題がある．我々の調査の結果，以下の課題が解決されて
いない [4]．
( 1 ) ユーザが欲しい情報を個別の位置情報サービスからは
網羅的に取得できない

( 2 ) 各位置情報サービスが持つ属性情報が異なる
( 3 ) 位置情報サービスにより POIの属性情報の記述フォー
マットが異なる

( 4 ) 位置情報サービスから取得できる情報に誤った情報が
含まれている場合がある
また，ユーザが商業施設や地下などの屋内に位置する時
に，位置するフロア内の POIの情報を網羅的に知りたいな
らば，その商業施設や地下のフロアマップやWebサイト
を見て調べると考えられる．しかし，実際にはそれらに自
販機やロッカー，トイレなどの小規模な POIは掲載されて
いない場合があり，必要な時にそれらの情報を知ることが
できない問題がある．
屋外・屋内問わずユーザが網羅的に POIを得ることを可
能とするために，本研究では複数の位置情報サービスから
得られる情報，ユーザによる POIに対する生成情報など，
POIに関連性のある情報の統合を行うプラットフォームを

― 1405 ―

「マルチメディア，分散，協調とモバイル
(DICOMO2013)シンポジウム」 平成25年7月



提案する．POIに関する情報統合を行うためには，名寄せ
を行う必要がある．名寄せを行うために，同一地点の POI

が取得した情報内に複数含まれているかどうか判断する同
定手法を提案する．提案する同定手法では，POIの住所・
電話番号・名前情報を用いて同定を行う．
本プラットフォームでは、ユーザからのクエリを緯度・
経度・検索半径などから構成し，それに基づいて複数の位
置情報サービスから取得した情報を本プラットフォームの
POI情報統合部分が情報統合を行い，より網羅性の高い情
報をユーザに返す．本稿では，2章で，POIについて述べ，
3章で，POI情報統合プラットフォームの提案を行う．ま
た，4章では，統合手法について，5章で評価，6章でまと
めと今後の課題について述べる．

2. POI(Point Of Interest)

POIとは，Point Of Interestの略称であり，誰かが興味
があると思った特定の場所を指す．具体例としては，飲食
店や観光名所，ホテルなどがある．屋内にあるようなロッ
カーやAED，自動販売機などの小規模な物も POIである．
本稿では，名前，緯度経度，住所などの属性情報をすべて
含めた情報を POIとして定義する．POIは主に地物情報
を指すことが多いが，以前に閉店した店舗やこれから開店
する店舗，ある場所で一時的に催されるイベントなど時間
情報を考慮した物も POIとして考える．以下より，POI

を取得できる位置情報サービスと屋内の POIについての
調査を述べる．

2.1 位置情報サービス
POIを取得できるWeb APIを多くの位置情報サービス
が公開している．例えば，Foursquare，Google Places[5]，
Hot Pepper，Yahoo!ローカルサーチAPI[6]，ぐるなび [7]，
食べログ [8]などが挙げられる．Web APIは HTTPを用
いており，各位置情報サービスが保持するコンテンツデー
タをユーザは利用することが可能である．各位置情報サー
ビスのWeb APIが定めたURLのパラメータに取得したい
情報の値を設定することで，取得できる情報を選択するこ
とができる．取得データの多くは JSON，XML形式であ
り，使用する位置情報サービスによって選択可能であるか
は決まっている．またWeb APIを利用するには，サービ
スごとの IDを取得する必要があり，また各位置情報サー
ビスが定めるライセンスを守る必要がある．ライセンスの
例としては，1日あたりのリクエスト回数や取得したデー
タの扱いなどがある．
2.1.1 調査

POIを取得できるWeb APIを公開してる Hot Pepper，
ぐるなび，食べログの 3つの位置情報サービスから名古屋
駅を中心とした半径 1.0k m (食べログはWeb APIの仕様
上 1.5km) の範囲内に含まれる飲食店の POIに関する情報

を取得しデータの分析を行った (調査日:2013年 1月)．取
得できた POI数はHot Pepper：569件，ぐるなび：484件，
食べログ：1021 件であった．POI の重複の調査の結果を
図 1に示す．Hot Pepper，ぐるなびとは，飲食店側が情報
を提供する運営形式であるので，POIの重複が多いことが
確認できた．一方，食べログの飲食店情報は食べログに登
録しているユーザが投稿したものであるので，Hot Pepper

とぐるなびからは得られない POIが多く取得できること
が確認できた．以上のことから，各位置情報サービスから
取得できる POIにばらつきがあることが確認できた．課題!!(6/7) 

�
��

�	��

����	
�

���

��	�

���

�����
������

�����
�
���

����
������
�	���

図 1 POI に対して重複の有無の調査

1つの POIに関して取得できる属性情報についても調査
を行った．POIの属性情報をGoogle Places，Hot Pepper，
ぐるなび，の各位置情報サービスから取得し，取得できた
属性情報の例とその違いを表 1にまとめた．ぐるなびから
取得できた名前情報には (赤から鍋とせせり焼き)という
店舗のキャッチコピーが含まれている．住所情報では県名
や丁番号の表記に違いがあり，建物名やフロア名の情報は
個々の属性情報ではなく，住所情報の一部として取得され，
建物名には略称が用いられる場合があることが確認でき
た．Hot Pepperからは電話番号情報を取得できず，Google

Placesでは国際番号表記であった．飲食店情報を提供する
Hot Pepperとぐるなびの 2つのサービスにおいても取得
できる属性情報に違いがあることも確認できた．これらよ
り，POIに関して取得できる属性情報とそのフォーマット
は各サービスによって異なることが確認できた．
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表 1 POI の属性情報 [赤から名駅店]

位置情報サービス名
属性情報 ぐるなび Hot Pepper Google Places

名前
　　

赤から鍋と
せせり焼き
赤から 名駅店

赤から 名駅店
　　

赤から 名駅店
　

住所
　
　

愛知県
名古屋市
中村区名駅
3-14-16

東洋ビルディング
B1

名古屋市
中村区名駅
3-14-16
東洋ビル
B101

愛知県
名古屋市
中村区名駅

3 丁目 14-16

東洋ビルディング
B1F

緯度 35.172474 35.172452 35.172220

経度 136.883723 136.8838750 136.8843340

電話番号 052-588-xxxx なし +81 52-588-xxxx

営業時間 ◯ ◯ ◯
ジャンル × ◯ ◯
アクセス ◯ ◯ ×
最寄り駅 ◯ ◯ ×
収容人数 × ◯ ×
喫煙 × ◯ ×
口コミ × × ×
PR 文 ◯ ◯ ×
クーポン ◯ ◯ ×

2.2 屋内の POIの調査
建物の各フロアや地下などの屋内には，多くの POIが
存在していると考えられる．一般的に屋外などであれば
Google Mapsや Yahoo!地図 [9]などの地図アプリケーショ
ンで POIを調べることは可能であるが，屋内の POIを知
りたい場合に関しては一般的に建物のフロアマップやサイ
トがWebで公開されていれば，それらからいつでも閲覧
可能である．しかし，未公開ならば，建物内に設置されて
いるフロアマップを見なければならない．Google Mapsや
Yahoo!地図などの地図アプリケーションは多くの場合，屋
外の POIを調べる際に活用するが，共に一部地域や施設に
関しては屋内地図を閲覧できる機能を提供している．屋内
地図には店舗，トイレ，ATM，出入口などの POIは表示
されている．しかし，実際には自動販売機や AED，ロッ
カー，公衆電話など多くの屋内における POIが屋内地図に
表示されていない場合があり，ユーザはこれらの情報は現
地に行かないと知ることができないという問題点がある．
また，屋内地図の POIは種類であったり，名前が表示され
ているだけで，例えば洋式のトイレなのか，どこの金融機
関の ATMであるのかなどの詳細な属性情報は屋内地図か
らでは知ることができない．
名古屋駅地下 1階のテルミナ・メイチカ，ミッドランド
スクエア地下 1階のエリアに関して，Yahoo!地図の屋内地
図に表示されていない POI に関する調査を行った (調査
日：2013年 4月)．結果を表 2に示す．屋内には，自動販
売機や ATM，公衆電話といった設置や撤去される可能性
が高い POIが多く存在するため，屋内地図の管理は容易で
はないと考えられる．

表 2 屋内地図に表記されていない POI

POI の種類 個数
自動販売機 6

公衆電話 5

ロッカー 4

ATM 4

AED 2

消火器・非常ボタン 6

3. POI情報統合プラットフォーム
提案するプラットフォームの概要を図 2 を示す．本プ
ラットフォームを構成する要素として，POIを利用したい
クライアントと POIの情報の統合や管理を行うシステム，
情報の取得元である位置情報サービス，Webページ，ボラ
ンティアを活用したクラウドソーシングがある．クライア
ントとは，一般ユーザと開発者を指す．システムはクライ
アントと複数の位置情報サービスとのハブの役割を果たし，
クライアントは 1つのクエリで複数のサービスにリクエス
トを送ることができる．クライアントが緯度・経度・検索
半径・キーワードなどを元に作成したクエリをシステム部
のクライアント管理部が受け取り，各サービス管理部がそ
れに対応したリクエストに変換し，情報のやり取りを行う．
サービス管理部は単一のサービスのみを管理しており，こ
の管理部をプラグインという形でシステムに対し削除・拡
張可能とし，クライアントが利用したい位置情報サービス
を選択可能とする．
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図 2 POI 情報統合プラットフォーム

3.1 プラットフォームの動作
クライアントが本プラットフォームを利用した場合，取
得できる POIの情報がデータベースに保存されているか
いないかで，システムの動作は異なる．以下で動作につい
て述べる．
複数の位置情報サービスから取得した POIをシステム
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の情報統合部が受け取る．次に，取得できた POIの属性情
報の正規化を行い，フォーマットを整える．これにより，
1章で述べた位置情報サービスの課題 (3)を解決する．そ
して，フォーマットが整えられた POIを統合する．複数
の位置情報サービスから取得した POIを統合し，単一の
位置情報サービスから取得できる情報よりも網羅性を高め
ることで，課題 (1)を解決する．取得した情報の中に同一
の POIが含まれていれば，1つの POIに関して重複して
いない属性情報を追加して情報量を拡張し，属性情報に関
して，より網羅性の高い POIの統合情報をクライアントに
返す．このことにより，課題 (2)を解決する．
データベースに情報が保存されている場合は，クライア
ントからのクエリをデータベースにも送り，クエリの条件
を満たす POIを取得し，位置情報サービスから得られた
POIと比較する．互いの取得した情報で不足している情報
は補い合い，データベースからの情報に修正情報が含まれ
ていれば位置情報サービスから取得した情報に修正を加え
る．そして，以上の過程を経た POIの統合情報はシステム
部のデータベース管理部によりフォーマットが整えられ，
データベースの情報との差分情報が保存される．情報統合
のための POI同定手法に関しては，次章で述べる．クライ
アント管理部がシステムとの繋がりを管理しており，クラ
イアントの需要に合った利用を可能とする．

3.2 POIの属性情報の取得
位置情報サービスのWeb APIから取得できる POIの属
性情報は，各位置情報サービスが提供している属性情報し
か取得できない．建物名やフロア名，口コミなどの属性情
報を取得する方法を以下で述べる．
3.2.1 Webページ
デパートや駅などの大きなエリアを持つ POIは公式の

Webページを持っている場合が多い．公式Webページが
ある POIに関しては，そのWebページの HTMLをパー
スをすることで得たい POIの属性情報を抜き出す．抜き
出す情報としては，建物名やフロア名を考えている．なぜ
なら，それらは位置情報サービスによっては略称が用いら
れているため表記が統一でない場合や，住所情報や名前情
報に含まれている場合があり，それらの内で，正確な建物
名がどれであるのかの判断が困難であると考えるからであ
る．Webページの情報を直接入力可能とする編集ツールで
データ編集の際の負担なくし，各Webページ用のパーサー
を作成することである程度属性情報の取得を自動化する．
3.2.2 クラウドソーシング

Web上や地図にない屋内外の自動販売機や公衆トイレな
どの POI自体の情報，また，その自動販売機では何が売
られているか，そのトイレは清潔に保たれているかどうか
などの POIの属性情報は，多種多様に考えられ，個人が
すべての情報を収集や追加，編集を行うことは，不可能で

ある．そこで，クラウドソーシングを活用し，POIの収集
や属性情報の追加，誤った情報の編集を行う．取得できる
POIには誤った情報が含まれていることがあるという課題
(4)はクラウドソーシングにより解決する．また，クラウ
ドソーシングは情報の収集や編集などに広く活用されてい
る [10]，[11]．先に述べたWebページのパーサー作成や，
Webページからの情報の直接入力もクラウドソーシングを
活用する．

3.3 POIの統合情報の保存
同一と判定された POIの統合情報は，システムのデー
タベースに保存する．データベースからデータを取得する
際は，RDF形式で出力する．これは，POIの統合情報を
Linked Dataとして利用することを想定しているからであ
る [12]，[13]．
3.3.1 統合情報の構造
統合情報は RDF形式で出力可能とする．RDFはデータ
の関係を主語，述語，目的語という 3つの要素 (トリプル)

で表現する．データ構造を図 3に示す．図 3において，主
語は POI ID，述語は各矢印の上部に表記し，目的語は各矢
印の先のボックスで表現している．POI IDは POIの統合
情報に独自に割り当てた IDである．また，述語の定義に
は，Dublin CoreやGeo Vocabraryなどの共通のメタデー
タ記述に使用する語彙を活用する．
多くの位置情報サービスには，Web APIから取得した
情報を長期間保持してはならないというライセンスの問題
があるため，すべての情報を保存せず，公開情報かつ，ラ
イセンスを満たすと考えられる属性情報を保存する．保存
する情報は，1つの POIに対して各位置情報サービスが割
り当てている IDとライセンス管理のための取得した日付，
名前，緯度経度，住所，建物名，フロア名，電話番号，カ
テゴリーである．各サービスの IDを保持することで POI

と他の位置情報サービスを紐付ける．なお，図 3における
service IDと categoryはトリプルを POI IDに関連付ける
ことで拡張可能である．また，位置情報サービスやWeb

ページから取得できないような詳細な情報も同様にして追
加することが可能である．自動販売機や AEDなどの屋内
の POIは，緯度経度と属する建物，フロア名，カテゴリー
を関連付けることで表現可能である．

― 1408 ―



POI_ID�

���


��

POI��

���

�����

POI_ID�

Hot)pepper_ID�

����_ID�

����_ID�

service_ID�hotpepper�

name�

geo:lat)

geo:long)

address)

building)

floor)

service_ID�gnavi�

service_ID�tabelog�

�
	��

����

����

phoneNumber)

category)

�����

�����
addi>onal_informa>on)

�����
service_ID�XXXXX)

category)

category)

yyyy/mm/dd�
dc:date)

図 3 統合情報のデータ構造

3.4 Webアプリケーションの実装
提案するプラットフォームの実装として，Webアプリの
プロトタイプシステムを開発した．本節では，プロトタイ
プシステムの概要について述べる．

3.5 プラットフォームの実装
提案するプラットフォームにおいて，システムの情報統
合部を Javaで実装した．ユーザのクエリとして緯度・経
度・半径を入力すると，その値に基いて各位置情報サービ
スから POIを JSON形式で取得する．JSON形式のデー
タをすべて Javaオブジェクトに変換し，次章で詳しく述
べる統合手法により同一の POIごとに 1次元リストを作
成する．同一の POIの 1次元リストを複数持つ 2次元リ
ストを最終結果とし，JSON形式に変換し，出力する．図
4に出力された JSON形式の統合情報の一部を示す．

3.6 クライアントアプリケーションの実装
Play!Frameworkを用いて実装を行った．図 5にプロト
タイプシステムをブラウザで起動した初期画面を示す．こ
の画面では，クライアントが現在位置をキーワードか緯
度経度で入力し，POIの検索半径を 100m，600m，1000m

から決定する．現在位置をキーワードで入力した場合は，

図 4 JSON 形式の統合情報の一部

Google Geocording API[14]を用いてジオコーディングを
行うことで，緯度経度を取得している．なお，今後はクラ
イアントが現在位置を自発的に入力するのではなくブラ
ウザや GPSから自動的取得できるように改良する予定で
ある．

図 5 クライアントの現在位置入力画面

図 6にクライアントが入力した位置情報を用いて，複数
のサービスから取得した POIを表示した画面を示す．今
回開発したプロトタイプシステムは現在，Hot Pepper，ぐ
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るなび，食べログの 3つの位置情報サービスから取得でき
た飲食店の POIを表示する．地図表示には Google Maps

API[15]を用いており，取得できた POIはマーカーで表示
している．複数のサービスから取得できていることを可視
化するために，マーカーの色分けを行なっている．ぐるな
びは緑，食べログは青，Hot Pepprは赤に対応しており，
１つの POIに対して複数のサービスから取得できた場合
は取得元のサービスの色を混合した色に対応している．図
6の左部分は POI名をリスト表示しており，クリックす
るとマーカーをクリックした時と同様の動作をする．図 7

にマーカーのクリック時に表示されるインフォメーション
ウィンドウを示す．これは POIの名前・ジャンル・住所・
電話番号情報・取得元サービスのアイコンを表示している．
アイコンはクリック可能で各サービスへのリンクとなって
いる．図 7では，POIの基本情報しか表示されていない
が．クライアントが要求することで他の属性情報を表示可
能である．インフォメーションウィンドウの下部にある編
集ボタンから表示している POIの属性情報の編集画面に
移ることができる．図 8に編集画面を示す．今後は，POI

の属性情報を編集画面から追加可能とし，クライアントの
コンテキスト情報を元に対応した属性情報を表示可能な仕
様に開発を進める予定である．

図 6 POI 表示画面

図 7 POI 詳細画面

図 8 POI の属性情報編集画面

4. POI統合手法
複数の位置情報サービスから得られた多くの POIを統
合するために，POIの住所・電話番号・名前情報を用いて
POIの同定を行う．この 3つの情報を用いる理由は，POI

を活用したサービスの多くから取得できる情報であり，各
POIに関して一意に決まる可能性が高いと考えられるから
である．
まず，これらの情報のフォーマットを整えるため，属性
情報の正規化を行う．住所情報に関しては，外部のサービ
スである住所正規化 API[16]を活用する．例えば，住所情
報 (名古屋市中村区名駅 3丁目 14-16)をこの APIにリク
エストすると，(愛知県名古屋市中村区名駅 3-14-16)の様
に住所情報の中で足りない情報を補完し，フォーマットに
即した丁番号表記に変換して住所を正規化する．住所の正
規形には，建物名とフロア名は含まない．電話番号情報は
国際番号表記であれば国内表記に変換し，また電話番号と
関連性のない文字列が含まれていれば削除し，ハイフンを
含めた形を正規形とする．名前情報に関しては正規化は行
わない．
次に得られた複数の POIを住所情報の文字列マッチン
グにより住所ごとにグルーピングをする．そして，各住所
グループ内で POIのすべての組み合わせにおいて同定を
する．グループ分けをする理由は同定できる POI同士は
同じ住所情報を持つと考えられ，グループ内で同定を行う
ことで組み合わせの回数が減り，計算効率が向上すると考
えられるからである．次に同定手法について述べる．

4.1 同定手法
同定をする際には，情報統合部内の POI同定システムを
用いる．2つの POIを入力とし，同一の POIであるかを
出力する．まず，入力された 2つの POIの電話番号情報の
文字列マッチングを行う．2つが同じ POIであれば，共通
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の電話番号情報を保持しているはずである．電話番号情報
が同じでない場合，入力している 2つの POIは異なって
いると，この段階で判断することで POI同定システムの処
理速度を向上させる，同一であれば名前情報を用いて名前
文字列判定を行う．また，一方の POIに電話番号情報が含
まれていれば，POI検索APIを活用した POI検索判定を，
また両方に含まれていなければ名前文字列判定を行う．上
記の様に POI同定システムは 2つの判定手法を場合に応
じて使い分けており，最終的な判定は 2つの判定手法によ
り行っている．次に 2つの判定手法について述べる．

POI検索判定 ：POI検索 APIとは電話番号情報を用い
てリクエストを送り，同じそれを持つ POIの情報を取得
できる APIとする．入力する 2つの POIを A・Bとし，
Aの電話番号情報を用いて Bの取得元の POI検索 APIか
ら POI：C（以下 C）が得られたとする．取得元位置情報
サービスが同じなので，Cが Bと同一の POIの情報なら
ば，保持する POIの属性情報やそのフォーマットは同一で
あると考えられる．POIに固有であると考えられる名前情
報またはサービスが保持する ID番号で Bと Cに対して文
字列マッチングを行い，同一文字列であれば，Aと Bを同
定する．この判定は Aが電話番号情報を保持，かつ Bの
取得元位置情報サービスが POI検索 APIに対応している
必要がある．
名前文字列判定：2つの POIの POI名文字列から編集
距離 [17]と最長共通部分文字列長を求める．POI名文字
列とは，POIの名前情報の文字列から POI所在地文字列
を除いた文字列を指す．名前文字列をスペースを区切りに
複数の文字列に分割する．スペースで分割する理由として
は，位置情報サービスから取得できた POIの名前情報にお
いて，POI名文字列や POI所在位置情報がスペースによ
り区切られていることが多いことから，この区切られてい
る部分文字列は何らか意味を持っていると考えるからであ
る．また，POI所在地文字列はその中で「店」を最後尾に
含む部分文字列を指す．POI名文字列抽出の過程の例とし
て，名前文字列「赤から 名駅西口店」の場合だと，POI名
文字列として「赤から」が得られる．最後に，2つの POI

の POI名文字列から求めた編集距離，最長共通部分列長
と POI所在地情報削除前の名前情報文字列の文字列長，編
集距離，最長共通部分列長，真の判定結果の 7つを特徴量
として与え，機械学習により得られたアルゴリズムにより
同定をする．機械学習を用いた理由としては，POIの名前
情報には POI名と関連性のない文字列が含まれていたり，
POI名の名前文字列は多様であり，判定時の閾値を一意に
決めることが困難であるからである．

5. 評価と考察
提案する 2つの同定手法を場合に応じて使い分ける POI

同定判定システムが各同定手法を単独で使用するよりも効

果的であることを確認するために，評価実験を行った．機
械学習ソフト「Weka」に正解：50 件，不正解：450 件の
データセットを与え，分類器には「J48」を用いた (編集距
離：D，最長共通部分列長：L)．これより，L が 2 以上か
つ D が 8 以下の場合と D が 9以上ならば L が 5以上で
ある場合に同定するアルゴリズムを得た．このアルゴリズ
ムを名前文字列判定の最終判定に用いる．
提案する POI同定システムの評価を行った．評価デー
タとして，名古屋駅を中心に半径 1.0km以内に含まれる飲
食店の POIを Hot Pepper，ぐるなび，食べログの３つの
位置情報サービスから取得した．取得できた POIは，Hot

Pepper：569件，ぐるなび：484件，食べログ：1021件で
あり，統合可能 POI 数の真値は同定可能 POIが 555件，
同定不可能 POIが 791件であることを目視により確認し
た．今回，POI検索判定・名前情報判定・２つの判定手法
を複合して用いている POI同定システムの３つの場合に
おいて評価実験を行い，評価の指標として精度と再現率を
求めた．その結果を表 3，4，5にまとめた．POI同定シス
テムが適合率：1.0，再現率：0.91であり，最も良い結果で
あり，2つの手法を複合して用いた方が効果的であること
が確認できた．

表 3 POI 検索判定
　 真の結果
　 可 否

予測結果 可 413 38

否 138 663

表 4 名前文字列判定
　 真の結果
　 可 否

予測結果 可 456 6

否 95 695

表 5 POI 同定システム
　 真の結果
　 可 否

予測結果 可 503 0

否 48 701

表 6 評価結果
POI 検索
判定

名前文字列
判定

POI 同定
システム

適合率 0.91 0.98 1.0

再現率 0.74 0.82 0.91
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5.1 考察
名前文字列判定と POI検索判定の 2つの判定手法につ
いての考察を述べる．
名前文字列判定の課題点を 3点挙げる．1点目は，最終
的に同定している機械学習から得られたアルゴリズムでは，
名前文字列長が 1の場合は同定不可と判定されてしまうの
で，名前が１文字の店舗は判定ができない点である．2点
目は，名前情報文字列には店舗名と関連性の無い文字列が
含まれているということである．特にぐるなびから取得し
た POIの名前情報に店舗のキャッチコピーや店舗のジャ
ンルや設備情報が含まれていることが多かった．これらの
文字列を含んでいない名前文字列と比較した時に，余分な
文字列分が編集距離に反映され値が大きくなってしまい，
同定不可能と判定される例が多数あった．3点目は，店舗
名の表示言語には対応できないという点である．具体例を
表 7に示す．Hot Pepperの名前情報はカタカナと英語が
混合しているのに対して，ぐるなびは英語のみ，食べログ
はカタカナと漢字で表記されている．表記言語が違うこと
で編集距離が大きくなり，同定不可と判定される．

POI検索判定の課題点を 2点挙げる．1点目は，POI検
索APIを使用する位置情報サービスによるが，1日のWeb

APIの使用回数は制限されている場合が多く，POI検索判
定を多用することは望ましくない．2点目は 1つの電話番
号情報を複数の POIが持っている場合には対応できない
点である．これは複数の POIの親会社が同じであったり，
デパートのような商業施設が電話番号を管理している場合
が該当する．同一の具体例を表 8に示す．

表 7 店舗名の表記言語の違い

位置情報サービス名 名前情報

Hot Pepper
”ザキッチン

The Kitchen SALVATORE CUOMO”

ぐるなび
”The Kitchen Salvatore Cuomo NAGOYA

～JR セントラルタワーズ 12 Ｆ～”

食べログ
“ザ キッチン サルヴァトーレ クオモ

名古屋”

表 8 電話番号が同じ店舗
位置情報サービス名 名前情報 電話番号

ぐるなび 名古屋 浅田 052-569-xxxx

食べログ 伊兵衛 052-569-xxxx

6. まとめと今後の課題
6.1 まとめ
本稿では，ユーザが利用したい POIの情報を個別の位置
情報サービスからは網羅的には取得できない点，各位置情
報サービスが持つ属性情報の違う点，記述フォーマットが
統一されていない点，また誤った情報が含まれているとい

う 4つの課題点を解決するために，複数の位置情報サービ
スから取得した POIの情報を統合的に利用可能とするプ
ラットフォームを提案した．また，POIの情報統合するた
めの同定手法を提案した．提案プラットフォームの実装例
としてのプロトタイプシステムをWebアプリケーション
として実装した．また，提案する同定手法についての評価
実験を行った．

6.2 今後の課題
POIの統合情報を RDFとして保存するデータベースで
ある RDFストアを構築し，Linked Open Dataとして公
開することを考えている．POI 数の網羅性と情報の正確
性向上の為、対応サービスの追加と様々なオープンデータ
との連携をする予定である．オープンデータの例として
は，Open Street Map[18]が有力である．また，本プラッ
トフォームを APIとして，公開・実運用することを考えて
いる．
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